
宿泊施設従事者の『感染症予防』について

2 0 2 5年大阪・関西万博に向けた宿泊施設衛生管理等講習会



感染症法の対象となる感染症の分類と考え方

分類 規定されている感染症 分類の考え方

１類感染症

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、

痘そう、南米出血熱、ベスト、マーブルグ病、

ラッサ熱

感染力及び罹患した場合の重篤性からみた危険性が極めて高い感染症

２類感染症

急性灰白髄炎（ポリオ）、結核、ジフテリア、

SARS、MERS、

鳥インフルエンザ(H5 N1、H7 N9 )

感染力及び罹患した場合の重篤性からみた危険性が高い感染症

３類感染症

コレラ、細菌性赤痢、

腸管出血性大腸菌感染症（O1 5 7等）、

腸チフス、パラチフス

特定の職業への就業によって感染症の集団発生を起こし得る感染症

４類感染症

狂犬病、マラリア、デング熱、

重症熱性血小板減少症候群（SFTS)、

日本紅斑熱、レジオネラ症等

動物、飲食物等の物件を介してヒトに感染する感染症

５類感染症

インフルエンザ、梅毒、麻しん、風しん、

新型コロナウイルス感染症（COVID- 1 9）、

侵襲性髄膜炎菌感染症等

国が感染症発生動向調査を行い、その結果等に基づいて必要な情報を国民一般や

医療関係者に提供・公開していくことによって、発生・まん延を防止すべき感染症

新型インフルエンザ等感染症

新型インフルエンザ、再興型インフルエンザ、

新型コロナウイルス感染症（COVID- 1 9除く）、

再興型コロナウイルス感染症

・インフルエンザ又はコロナウイルス感染症のうち新たに人から人に伝染する能力を

有することになったもの

・かつて世界的規模で流行したインフルエンザ又はコロナウイルス感染症であってそ

の後流行することなく長期間経過しているもの

指定感染症 （政令で指定）
現在感染症法に位置付けられていない既知の感染症であって、１～３類、新型インフ

ルエンザ等感染症と同等の危険性があり、措置を講ずる必要があるもの

新感染症
人から人に伝染する未知の感染症であって、罹患した場合の症状が重篤であり、か

つ、まん延により国民の生命及び健康に重大な影響を与えるおそれがあるもの

※旅館業法第２条第６項に規定されている「特定感染症」（旅館業の営業者が感染防止対策への協力の求めや宿泊を拒むことができる事由の対象となる感染症）は、赤字（下線部）が該当

現時点では、該当なし

現時点では、該当なし



【出典】大阪市HP（感染症予防に努めましょう）



【出典】厚生労働省HP（国民のみなさまへ（新型コロナウイルス感染症））



（参考案内）宿泊施設内での対応と準備

【出典】 東京都福祉保健局健康安全部感染症対策課 現・東京都保健医療局感染症対策部（宿泊施設向け・感染症対策クイックガイド一部抜粋）
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大阪・関西万博に向けての感染症リスク評価（国立感染症研究所作成）

◇目的（一部抜粋）

 万博で発生しうる感染症を中心とする健康危機事象を想定し、公衆衛生

対応に備えることが重要。

 来場する外国人客の多くは、国内に一定期間滞在することが見込まれる

ことから、万博会場内外を通じて整合性のある備えと情報の共有が重要。

 特に大阪府・市を含む近畿圏の感染症担当部局が地域住民、国内外の

万博来場者における感染症のリスクを事前に評価し、事前、期間中、事後

の準備と対策に資する。

【参考】国立感染症研究所HP

2 0 2 5年日本国際博覧会（大阪・関西万博）に

向けての感染症リスク評価



大阪・関西万博に向けての感染症リスク評価（国立感染症研究所作成）

◇対策の策定

麻しん・風しんワクチン接種の啓発

（特に観光業を中心とした不特定多数と接する機会のある業務の従事者について）

◇結果（要約）

【注意すべき感染症】

 麻しん、侵襲性髄膜炎菌感染症、中東呼吸器症候群(MERS)、食品に関連した腸管

出血性大腸菌感染症

 COVID- 1 9、季節性インフルエンザを含めた急性呼吸器感染症の集団発生、会場

で提供された食品が原因の集団食中毒

 万博に関連した原因不明の重症の感染症疑いの発生

特記事項（一部抜粋）

一部の国や地域で既に排除が達成されている疾患(麻しん、風しん等)について、万博

に関連した事例が発生した場合には、排除国等からの訪日者においてリスク認識の程

度に隔たりがあり、国際的なコミュニケーション上の負荷が高くなる可能性がある。



麻しん（はしか）について

 主な症状は発熱、発疹、せき、鼻汁等で、乳幼児等では、脳炎や肺炎などの合併症に

よる死亡リスクがあります。

 感染力が非常に強く、空気感染するため、基本的な感染対策では予防が困難であり、

免疫がない人が感染するとほぼ1 0 0 %発症します。

 麻しんは海外における流行が報告されており、海外からの輸入症例を契機とした国内

における感染事例が発生しています。

感染経路感染経路

空気感染

飛沫感染

接触感染

感染者から排泄された飛沫核を直接吸い込むこと

で感染します。飛沫核は飛沫から水分が蒸発する

ことでも形成されます。



風しんについて

 主な症状は発熱、発疹等で、主な感染経路は飛沫感染です。

 妊娠2 0週頃までの妊婦が風しんウイルスに感染すると、

先天性風しん症候群※の子どもが生まれてくる可能性があります。

 風しんは数年で流行を繰り返す傾向があり、前回の流行から一定期間経過してい

ることから、今後の流行が懸念されます。

※先天性風しん症候群・・・風しんウイルスが胎児に感染することで、出生児に先天性心疾患、難

聴、白内障などが発生する

飛沫感染

接触感染

母子感染

咳などで出た飛沫を吸い込んだり、

飛沫が鼻や目などの粘膜に付着する

ことで感染します。

病原体が胎盤や母乳を通じて、

あるいは出産時に産道から感染

します。

感染経路感染経路



麻しん（はしか）・風しんの予防について

麻しんや風しんはワクチンを接種することで予防が可能
麻しんワクチン、風しんワクチン、MR（麻しん風しん混合）ワクチン

ワクチンを接種したことがない方、今まで麻しんや風しんに罹患したことがな

い方等は、感染するリスクが高いです。

MRワクチン等を接種することができる医療機関については
「医療情報ネット（ナビイ）」から検索できます！

✔自分が感染しないためだけでなく、他人に感染させないためにも予防接種を受けましょう。

✔疑わしい症状があった場合は、事前に医療機関に相談してから受診しましょう。



風しんの無料事業（抗体検査・予防接種）について

◆平成3 0年の全国的な風しん流行を受け、抗体保有率が低い今年度4 5歳～6 2歳男性の抗体保有率を９０％以

上にすることを目標に、無料の抗体検査と予防接種を行う事業を令和元年度から開始。

.無料で抗体検査を受検できます！
※お住いの市町村から受検に必要なクーポン券を送付

しています。

抗体検査の結果、抗体価が低い場合は
無料でMRワクチンを接種することができます！

大阪府・大阪市からのお願い大阪府・大阪市からのお願い

無料で抗体検査や予防接種を受ける際はクーポン券が必要です。

詳細はお住いの市町村にお問合せください。

＼対象の方は積極的な抗体検査の受検をお願いします／

【参考】大阪府HP

（風しんの追加的対策について）

対象者対象者

昭和3 7年４月２日～昭和５４年４月１日生まれの男性

◇子供のころに公的な予防接種を受ける機会がなく、他の
世代に比べて風しんに感染するリスクが高くなっています。

【参考】大阪市HP

（風しんの追加的対策について）

2 0 2 5年3月末まで！！（市町村によっては2 0 2 5年２月末まで）


